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概要

1. ICANNアジア拠点の進展

1. ICANNの公共責任

1. 言語ローカリゼーションツールキット

2. IANA監督機能移管/ICANNアカウンタビリティ
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ICANNアジア拠点の進展

 スタッフおよび機能
- １年間で２０人
- 機能: レジストリサービス(2)、レジストラサービス(1)、 コンプラ

イアンス(3)。その他セキュリティ、アウトリーチなど

 主な活動（アジア太平洋地域）
- CommunicAsia Singapore参加
- APACオンラインセミナー：

レジストリサービス（６月）、コンプライアンス（８月）
- APrIGF（アジア太平洋地域IGF）参加
- アジア太平洋地域インターネットリーダーシッププログラム
- ジャスティス分野訓練（アジア太平洋地域）
- 言語ローカリゼーションプロジェクト
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ICANNの公共性への責任(Public Responsibility) 

公共性への責任における戦略委員会および公開コメントを受
け取り、Development and Public Responsibility Department
(DPRD) が設立されることを発表

 ICANNの公共性への責任の活動を合理化して正式なものにす
る方向

 ４つの重点が提案された: 
1. 教育 (専門およびリーダーシップワークショップ、

アウトリーチ) 
2. ローカリゼーション（包括的な情報共有、言語

ローカリゼーションツールキット）
3. 新ジェネレーションプロジェクト(NextGen@ICANN

取り組み、ユースアウトリーチ）

4. グローバルインターネット進展における参加（発
展途上国の参加、信頼）

Asia Pacific Internet Leadership 
Program (APILP)
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ICANNの公共性への責任(Public Responsibility) 

新参者を招き、サポートする
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ICANNの公共性への責任(Public Responsibility) 
言語ローカリゼーション：ツールキットの実装

 ICANN資料：6 UN言語 + ポルトガル語

 アジア太平洋地域：多言語、多文化

 ツールキット：ICANN資料、情報をトピッ

クごとにまとめ、コミュニティがそれぞれ
の自国語に翻訳するのに便利な形式：

- ICANNの基本資料をモジュール化し
ダウンロードできる

- コミュニティに共有するための説明
- よくある質問書
- アンケート
- 問い合わせ先

ICANN Blog Post
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ICANNの公共性への責任(Public Responsibility) 
言語ローカリゼーション：ツールキットの実装

 ツールキット内容（８月現在）:

- TLDのユニバーサルアクセプタンス
- 国際化ドメイン名（IDN)
- WHOIS
- 新gTLD

 みなさんの力で言語ローカリゼーショ

ンを実現しよう!

Link: 
https://community.icann.org/display/gse
asiawkspc/KISA-
ICANN+Language+Localisation+Pilot+Proj
ect

https://community.icann.org/display/gseasiawkspc/KISA-ICANN+Language+Localisation+Pilot+Project
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ICANN活動

 Sep 24-26: レジストリロードショー(東京) 

内容：レジストリオパレータ責任について
https://registration.icann.org/register.php?id=2014tokyoregistry
(レジストラ：トピックを募集中)

 Oct 9 and beyond: 

ICANN APAC オンライン
セミナー
（トピック、コメント?）

https://registration.icann.org/register.php?id=2014tokyoregistry
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 ２０１４年３月１４日、米政府は IANA (Internet Assigned Numbers
Authority) 機能の監督責任をグローバルなマルチステークホルダー
コミュニティに移管する意向を表明

 このプロセスはICANNが主導し、３月のシンガポールのICANN49会議
で始動した

 このプロセスは、コンセンサス主導による参加型のオープンかつ透明
性のあるプロセス。

 ６月のロンドンICANN50ではコミュニティセッションで、コミュニティディ
スカッションおよびコメント収集が行われた

 ７月IANA監督機能コーディネーショングループ(IANA Stewardship
Transition Coordination Group, ICG)の第１のミーティング開催。

 第２の ICG ミーテ ィングは８月 １ ９日開催予定。詳し くは ：
https://www.icann.org/news/announcement-2-2014-08-07-en

IANA監督機能移管
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ICANNのアカウンタビリティプロセスの強化

 IANA監督機能移管プロセスと平行したプロセスを開始：ICANNの
アカウンタビリティプロセスの強化

 ICANN がこれまで米国政府と契約上の関係を持ってこなかった
ことを踏まえ、どのような新しい/強化された責任メカニズムが必
要となるか検討

アカウンタビリティプロセスは主にICANN コミュニティ内で進めら
れる

 ICANN のアカウンタビリティの強化は、IANA 監督機能移管プロ
セスと異なるが、その移管の成功のカギとなる

最新情報（８月現在）はこちら参照：

https://www.icann.org/resources/pages/process-next-steps-

2014-08-14-en
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参加方法

https://www.icann.org/stewardshipに参照

 最新資料

 参加できるイベントの記載

 ソーシャルメディア情報

ディスカッションに参加:

 フォーラム: http://discuss-stewardship.icann.org/

 IANA監督機能移管メーリングリスト: 
https://mm.icann.org/mailman/listinfo/ianatransition

 コミュニティフォーラムおよびメーリングリストに積極的に参
加



ありがとうございます。
ご質問があればお受けいたします。
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